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 システム要件： 

 オペレーティングシステム： 
 Windows® 8.1, 10, 11 
 Mac OS X Intel El Capitan 10.11 
 ChromeOS 

 ブラウザ： 
 以下のブラウザの最新バージョンと１つ前のバージョンをサポートしています。 
 Chrome 
 Firefox 
 Safari 
 Microsoft Edge 

 技術要件： 
 ご利⽤のインターネットブラウザがTurnitin.com/TurnitinUK.com からの全てのクッキーを 
 受け⼊れるように設定してください。 
 Javascriptを有効にしてください。 

 セキュリティー設定： 
 Turnitinの製品をアクセスするにはブラウザやアンチウイルスソフトが下記のU R Lのコンテン 
 ツをブロックしないよう設定してください。 
 *.ithenticate.com 
 *.turnitin.com 
 *.turnitinuk.com 
 *.turnitincdn.com 
 ajax.googleapis.com 

 Turnitinからメールを受け取れるよう、下記のドメインからのメールをブロック、またはSPAM 
 として登録しないようにしてください。 
 @ithenticate.com 
 @turnitin.com 
 @turnitinuk.com 
 @iparadigms.com 
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 iThenticateアカウント設定 
 初回ログインとパスワードの設定 

 管理者がユーザーを登録したタイミングで、「noreply@turnitin.com」より下図のメールが送ら 
 れます。  ※  メールが確認できない場合は、迷惑メールフォルダのご確認をお願いします  。  

 「アカウントを設定する」をクリックして、アカウント作成を⾏います。 
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 ユーザー名とパスワードを指定し、利⽤許諾書を確認した上で「条件に同意します」にチェッ 
 クを⼊れてください。 
 最後に「アカウントの作成」を押してください。 

 アカウント作成を完了すると、iThenticateのホーム画⾯に移動します。 
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 iThenticateへのログイン 
 ⼆回⽬以降のログイン⽅法 

 iThenticateにアクセスする専⽤のURLにアクセスし、ログイン情報を⼊⼒します。 

 ユーザー名とパスワードを⼊⼒し 
 て、「サインイン」をクリックし 
 てください。 

 ユーザー名またはパスワードを忘れた場合は、「サインイン」ボタンの下のリンクをクリック 
 してください。 
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 ユーザー名を忘れた場合： 

 こちらにメールアドレスを⼊⼒し 
 ます。 

 ユーザー名が記載されているメールが届 
 きます。 
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 パスワードを忘れた場合： 

 メールアドレスを記⼊します。 

 「パスワードを変更する」を   
 クリックして、新しいパスワード 
 を設定します。 
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 新しいパスワードを2回⼊⼒して、 
 「保存」ボタンを押してください。 
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 iThenticateメインページの説明 
 ⽂書⼀覧画⾯の各項⽬説明 

 ログインした後のメインページです。 

 左下の名前から個⼈情報の変更とログアウトができます。 
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 「プロフィールの編集」から1. 姓・名、2. メールアドレス、3. ユーザー名、4. ⾔語の変更、5. 
 パスワードの変更ができます。 
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 右上「ヘルプ」からガイドページとヘルプセンターを開くことができます。 
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 iThenticateを開始する際は画⾯中央にあるの「起動」をクリックしてください。 

 または、左上４つのタイルのアイコンをクリックして、ihenticateを起動することもできます。 
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 上記の⽅法でiThenticateの提出画⾯に移動します。 
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 iThenticateでの⽂書アップロード 
 ⽂書の提出⽅法 

 「マイファイル」の画⾯から中央にある「ファイルをアップロード」を選択します。 
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 右側の「アップロード」からも提出ができます。 

 「リポジトリ⽐較」を選択するとインターネット、刊⾏物な 
 ど膨⼤のコンテンツと⽐較できます。 

 「⽂書対⽂書の⽐較」は指定した特定のドキュメントと⽐較 
 できる機能です。 
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 提出する際はファイルをそのまま枠内にドラッグ＆ドロップするか、「ファイルを選択する」 
 からファイルを選んでください。 
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 ファイル要件には提出可能なファイルタイプが記載されています。 

 任意で著者の名前を⼊⼒し、「確認する」をクリックして提出を完了します。 
 提出するファイルを今後の⽐較対象にする場合は、「アカウントのリポジトリにインデックス 
 します。」にチェックを⼊れてください。 
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 提出したタイミングで類似性チェックが開始されます。 

 マイファイルに提出物が追加され、詳細を確認できます。 
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 右側の3点リーダーから提出の編集や削除を⾏うことができます。 

 -  提出物の名前などの編集 
 -  提出物を別のフォルダーに移動させる 
 -  提出物を削除する 
 -  提出物IDをコピーする（管理者やサポートチームに連絡す 

 る際に求められる場合がある） 

 類似性チェックが終わると、結果のパーセンテージが表⽰されます。 
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 タイトルまたは類似性の判定結果をクリックすると、類似の詳細が確認できるレポート（以 
 下、類似性レポートと呼ぶ）が開きます。 
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 類似性レポートの⾒⽅ 
 ⼀致箇所の確認⽅法 

 類似性レポート 
 ハイライトされた⼀致は、テキストの類似性を⽰すもので、必ずしも剽窃を⽰すものではあり 
 ません。⼀致する部分は引⽤もあれば、参考⽂献に記載されている引⽤もあります。弊社は、 
 それぞれの⼀致についてできるだけ多くの情報を提供し、その正当性を評価する⼿助けをする 
 ことを⽬指しています。 

 全体の類似度 
 全体の類似度は、提出物のテキストがデータベースのソースとどれだけ⼀致するかを⽰すパー 
 センテージです。このパーセンテージは、⼀致する単語の数を⽂書内の単語の総数で割ること 
 によって計算されます。 

 検索対象 
 提出物に対して（少なくとも20ワード以上）類似性レポートが⽣成されます。類似性レポート 
 には選択された検索対象、またはデータベースに対して提出されたテキストを⽐較した結果を 
 確認できます。 

 データベースには以下が含まれます： 

 -  公開中および、アーカイブ済みのウェブページ 
 -  定期刊⾏物、ジャーナル、出版物 
 -  機関専⽤のリポジトリに含まれる提出物 

 検出された⼀致の詳細は類似性レポートから確認できます。 
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 ⼀致の概要 

 新しい類似性レポートでは、テキストの類似性をより迅速に把握するために、2種類のビューを 
 提供します： 

 -  ソース：ソースからは、類似度の⾼い順に各ソースをリストに表⽰されます。 

 -  ⼀致グループ（英語で書かれた提出物のみ）： ⼀致グループのビューからは、⼀致箇所 
 を4つのカテゴリーに分けて表⽰させます： 

 -  引⽤符がなく、引⽤も明記されていない⼀致 
 -  引⽤符がついていない⼀致 
 -  引⽤したことが明記されていない⼀致 
 -  引⽤符および引⽤の明記もある⼀致 

 各カテゴリーの⼀致に対してそれぞれの⾊で判別されます。 
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 重複するソース 
 同じ⼀致箇所は複数のソースと類似が検知される場合があります。テキストが複数のソースに 
 類似している場合、⼀致する単語が多い⽅のソースが最初に表⽰されます。 

 単語数が同じであれば、ソース元の種類を⾒て、以下の優先順位で表⽰させるソースを決めま 
 す： 

 1.  インターネット 
 2.  出版物 
 3.  iThenticateリポジトリに追加されている提出物 

 同じテキストに⼀致する重複したソースを表⽰するには、⼀致のハイライトまたはソースを選 
 択し、右側の「他のソースを表⽰する」をクリックしてください。 
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 重複したソースも含む、全てのソースを⼀覧から表⽰させる場合は、「重複ソースを表⽰す 
 る」を有効に切り替えてください。 
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 ⼀致グループ 
 ⼀致グループは、ハイライトされた⼀致箇所を、引⽤符と引⽤の明記の有無に基づいて4つのカ 
 テゴリーに分類します。カテゴリー分けにすることにより、共通している⼀致箇所がより特定 
 しやくなり、  問題がある⼀致なのかそうでないのかをより早く特定することができま 
 す。 
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 ハイライトの⾊と基準 
 ⼀致するテキストはそれぞれのカテゴリーに該当する⾊でハイライトされます。各⼀致グルー 
 プの⾊と基準は次のとおりです： 

                    ：  引⽤符がなく、引⽤も明記されていない⼀致 
             
                      ：引⽤符がついていない⼀致 

                      ：引⽤が明記されていない⼀致   

                    ：  引⽤符および引⽤の明記もある⼀致 

 ソース番号 
 ⽂書内の各ハイライトにはソース番号が付与されており、ソースの詳細にも表⽰されます。⽂ 
 書内のハイライトを選択すると、右側のパネルで該当するソースにフォーカスが当たります。 

 ⼀致グループを選択 
 特定の⼀致グループを確認するには、4つの⼀致グループから1つを選択し、右側のパネルでそ 
 の条件を満たす⼀致箇所にフォーカスを当てます。 
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 ⼀致の詳細 
 ⼀致箇所のソースパネルをクリックして、パネルを拡⼤にすると、ソース先の詳細が⾒れま 
 す。 

 拡⼤にする前に確認できる情報： 
 ⼀番上の⾏に表⽰されているのは、上位⼀致ソースとして検知されたソース番号 、(こちらの 
 番号は⽂書中の⼀致が検知されたテキストの隣にも表⽰されます) 
 コンテンツタイプ、および⼀致グループの基準が隣に記載されています。 

 2⾏⽬には、ソース先の名前と⼀致率が表⽰されます。 

 3⾏⽬には、そのソースに検知されたテキストの箇所数と総語数が表⽰されます。 
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 ⼀致先の詳細 

 ⼀致ソースを拡⼤にすると、ソース先のURLの確認やその他の機能が表⽰されます。 
 ⽂書内のハイライトをクリックすると、同じくソースを拡⼤できます。 

 同じソースの他の⼀致に移動したい場合は、真ん中の「＜」と「＞」の⽮印をクリックしま 
 す。 
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 フィルター 
 フィルターを使⽤してレポートをカスタマイズし、レビューとの関連性に応じて、特定の⼀致 
 やソースを表⽰または⾮表⽰にすることができます。例えば、参考⽂献のフィルターを "オフ" 
 に切り替えると、投稿の最後にある書誌や参考⽂献リストで検知されたすべての⼀致が⾮表⽰ 
 になります。 

 1.  フィルター機能を表⽰するには、類似性レポートの右上にある「フィルター」を選択し 
 てください。 

 2.  フィルターの設定を変更するには、各項⽬の隣にあるトグルを選択します。デフォルト 
 として、全ての項⽬は有効になっています。 
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 3.  「類似性レポートに戻る」から元の画⾯に戻り、フィルターが適応済みの類似性レポー 
 トを確認できます。 

 フィルターの詳細 
 フィルター機能は、表⽰される⼀致の基準をカスタマイズします。これらのフィルターを変更 
 すると、全体的な類似度のパーセンテージに影響する場合もあれば、影響しない場合もありま 
 す。 

 -  参考⽂献：書誌、引⽤⽂献、参考⽂献リストに⼀致するものがあれば、これらを表⽰・ 
 ⾮表⽰にします 

 -  引⽤符：引⽤符付きの⼀致箇所を表⽰・⾮表⽰にします 
 -  引⽤：引⽤が明記されている⼀致箇所を表⽰・⾮表⽰にします 
 -  ⼩さな⼀致：こちらを有効にすると、指定したワード数以下の⼀致箇所を除外します。 

 例：「12」を⼊⼒した場合、12語未満の⼀致箇所は⾮表⽰になります。 

 ⽐較対象（データベースを検索） 

 こちらから検索対象となるコンテンツを表⽰・⾮表⽰に変更できます。 

 -  インターネット 
 -  出版物 
 -  Crossref：TurnitinはCrossref（国際DOI財団の公式登録機関）とのパートナーシップに 

 より、1500の学術出版社に掲載されているジャーナル記事などの購読コンテンツと⽐較 
 できるようになっています。 

 -  「Crossrefの投稿コンテンツ」は提出されたがまだ出版されていない学術コンテンツで 
 す。 

 -  提出物：リポジトリに含まれている提出物 

 除外 
 特定の⼀致またはソースをレポートから除外します。 

 ⼀致の除外 

 ⽂書内のハイライトまたはソース内のハイライトをリストから選択します。 
 ⽂書内のハイライトから「このテキストを除外する」をクリックして除外します。 
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 ソース内のハイライトからは「⼀致を除外する」をクリックして除外します。 

 ソースの除外 
 特定のソースを除外する⽅法は下記の通りです： 

 1.  ソースタブを選択します 

 2.  ハイライトされている⼀致箇所を選択、またはソースを拡⼤します 
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 3.  「  」のアイコンをクリックすると、選択したソースは⼀致の結果から除外されま 
 す。 

 除外した内容を確認 
 除外項⽬が適⽤されると、全体の類似度の真下に除外項⽬の数が表⽰されます。「除外 →」を 
 選択すると、除外項⽬のリストが表⽰されます。 

 このリストから、  のアイコンを選択することで、除外された項⽬を元に戻すことができま 
 す。全ての除外項⽬を⼀括で元に戻したい場合は、「すべてのソースを含める」を選択してく 
 ださい。 
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 *フィルタや除外を適⽤しても、全体の類似性スコアが変わらない場合があります。例：⼀致が 
 複数のソースに⾒つかった場合、1つのソースを除外しても数字が変わらない可能性がありま 
 す。 

 類似性レポートのダウンロード 
 表⽰されている類似性レポートをファイルとしてダウンロードできます。 
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 リストからダウンロードしたいファイルを選択します。 

 ダウンロードを選んだ際に下図のようにPDFファイルが保存されます。 
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 印刷した場合： 
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 フラッグ 
 システムのアルゴリズムを使って、テキストに（⽂書中に）通常の投稿とは異なる操作がない 
 か、ドキュメントが詳細に調査されます。奇妙なことに気付いた場合は、レビューできるよう 
 にフラグを⽴てます。例：隠しテキストや置き換えられた⽂字（⽇本語の⽂章には対応してい 
 ません） 
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 「詳細」から検知した内容について詳しく確認できます。 
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 AIライティング検知機能 
 提出物全体のなかでAIによって⽣成されたと判断した⽂章をハイライトで⽰し、その割合を 
 パーセンテージで表⽰します。 
 パーセンテージをクリックすると新しい画⾯が開き、検知した部分を確認できます。 
 AIライティング検知機能の  詳細について、こちらをご確認ください： 
 https://www.turnitin.com/ja/ai-writing 
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 右側からAIライティング検知機能に関するリソースやカイドにアクセスできます。 

 AIライティング検知機能の免責事項は「免責事項を表⽰」から確認できます。 
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 フォルダーの管理 
 新規フォルダーの作成や編集 

 レポートの提出画⾯から新しいフォルダーを追加する際は「フォルダーを追加」を選びます。 

 フォルダーの名前を記⼊し、フォルダーに提出するファイルを今後の⽐較対象にする場合は   
 「このフォルダーにアップロードされたファイルは、類似性⽐較にしようされます」をオンに 
 設定します。 

 作成したフォルダーを編集する際は右側の3点リーダーから⾏ってください。 
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 「共有」を選択するとアカウント内に登録されている別のユーザーとフォルダーを共有できま 
 す。 
 共有されたユーザーはそのフォルダーに提出したり、提出されたファイルを確認できるように 
 なります。 
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 フォルダーや提出物を削除すると、「ゴミ箱」に移動されます。 

 復元または完全に削除する場合は、対象となるフォルダー・ファイルを選択して⾏ってくださ 
 い。 
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 ゴミ箱を空にするには右側の「ゴミ箱を空にする」から⾏ってください。 
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 設定 
 デフォルトの類似性レポート設定 

 設定画⾯からデフォルトの類似性レポート設定を変更できます。 
 変更できる項⽬は： 

 -  ⽐較対象のコンテンツ 
 -  Crossref：TurnitinはCrossref（国際DOI財団の公式登録機関）とのパートナー 

 シップにより、1500の学術出版社に掲載されているジャーナル記事などの購読 
 コンテンツと⽐較できるようになっています。 
 *「Crossref投稿コンテンツ」は提出されたがまだ出版されていない学術コンテ 
 ンツです。 

 -  類似性レポートから除外する⽂章 
 -  カスタマイズのセクションを除外 

 こちらから設定変更を⾏うことにより、個々のレポートで調整しなくても全ての提出物に対し 
 て変更内容を適⽤できます。 
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